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【ポスター発表】 

放課後児童クラブ支援員の支援のあり方に関する一考察 

－支援員の発言からみえてきたこと－ 

○名古屋経済大学 堀 美鈴（009383） 

関谷 みのぶ（名古屋経済大学・004555） 
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１．研 究 目 的 

より良い放課後児童クラブを目指すためには、環境として子どもに最も影響を与える支

援員・補助員（以下支援員）の言動はとても重要であり、子どもを中心に支援員の共通理

解はなくてはならないものである。そこで、ビデオ研修時の支援員の発言に着目し、支援

員の内面を浮かび上がらせ、目にみえないものを言語化し、共通理解を図る過程で見えて

きた支援員の子ども観を明らかにする。 

２．研究の視点および方法 

2017 年度より、Ａ市においてビデオを利用した支援員対象の研修会を行っている。Ａ市

は９つの小学校区ごとに公立放課後児童クラブが設置されており、そのうち８つの児童ク

ラブでの日常的な場面をビデオに撮り、研修に取り入れている。 1) 

表のように、ビデオ撮影の後研修会を実施し、再度ビデオ撮影を行い、2 回目の研修会

を行うというサイクルで 2 年間行った。2018 年度は、支援員と子どもが関わる場面をいく

つか撮り、その場面の発言や行動の理由について考え、意見を出し合う事に重点を置いた。 

ビデオ撮影日 児童クラブ名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

ビデオ撮影日１回目 6月16日 5月26日 6月26日 7月18日 6月20日 5月12日 10月3日 6月19日

研修会1回目 9月8日 9月7日 9月12日 9月14日 9月15日 10月23日 9月11日

ビデオ撮影日２回目 12月4日 11月27日 1月15日 12月11日 11月20日 12月12日 12月5日

研修会2回目(合同研修) 1月22日② 1月23日③ 1月24日④ 1月22日② 1月16日① 1月23日③ 1月24日④ 1月16日①

ビデオ撮影日１回目 6月16日 6月11日 6月16日 6月21日 6月8日 6月15日 6月8日

研修会2回目(合同研修) 7月12日③ 7月12日③ 7月10日② 7月6日① 7月10日② 7月10日② 7月6日①

ビデオ撮影日２回目 12月17日 1月5日 12月19日 1月5日 12月12日 12月19日 1月5日 12月12日

研修会2回目(合同研修) 3月6日② 3月7日③ 2月5日① 3月7日③ 3月6日② 3月6日② 2月5日① 2月5日①

2017

2018

 

 

３．倫理的配慮 

日本社会福祉学会研究倫理指針を遵守し、研究を行った。録画したビデオについては、

研究協力者と研究協力館・センター及びＡ市に事前に内容の確認を行ったうえで、研究に

使用することを説明した。あわせて、研究協力者及び研究協力館・センター及びＡ市には、

個人が特定されることのないよう配慮すること、また、得られた情報に関して、研究者が

責任を持って管理することを口頭にて約束した。  

＊研修会(合同研修)は、同番号が同じ研修に参加している  
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４．研 究 結 果 

 場面をとらえて①・・・・支援員にまとわりついてくる子どもについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場面をとらえて②・・・・高学年への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．考 察 

発言は、「ルール」「安全」「平等」と「子どもの主体性」「子どもの気持ちの受容」に分

類され、前者は「集団」、後者は「個」を重視していると考えられる。また、学校を「集団」

とすると家庭は「個」であり、児童クラブは子どもにとって、どちらも併せ持った居場所

となる。「保護者が昼間家庭にいないものに、適切な遊び、及び、生活の場を与え健全な育

成を図る」2)場所としての役割をもつ児童クラブを、家庭に代わる場と考えると、「個人の

気持ちを受け止める」ことを大切にしたいと支援員の多くは考える。しかし集団である以

上、安全やルールも大切である。どちらを重要視するかによって、子どもへの関わり方の

違いが表れ、支援員が揺れ動くところであり、目に見えないものでもある。支援者間の共

通理解を図るためには、同じ考えになるという事ではなく、お互いの思いを浮き彫りにす

ること、言語化することであり、そのために研修を重ねることは効果的であると考える。 

 

 

・児童クラブの意義を考えると、家庭的雰囲
気を大切にと思うとみんなにやってあげた
い。  

 
・学校は集団、児童クラブは個である。児童
クラブは個として、その子の感じたときに感
じたことを受け止めてやりたい。  

・急に飛びつかれたりすると怪我をするので
禁止にしている。  

・みんながやってほしいと言ったら困ってし
まうからやれないことにしている。  

（寄り添い）  
Ａ）さびしい思いはあるのだろうが、沢山
の子どもたちがいるので、対処に悩む。  
Ｂ）支援員の背におんぶのようにもたれか
かっている姿は、ほほえましく思えた。  
Ｃ）その時の子どもの気持ちはどうなの
か、考えることが必要ではないか。 
 
 

 
（安全）  
Ｄ）背中におんぶは危険なのでしないとい

う約束をしている。  

 
（平等）  
Ｅ）全員にやってやれないから。  
 

 

（ルール）  
Ａ）宿題をする時間を決めて、必ず机に向

かって勉強をするようにしている。  
Ｂ）時間内は勉強が終わっても、そのまま

本を見たりして静かにしている。  
Ｃ）宿題はどちらでもよく、一定時間静か

にしていれば、どの場所にいてもよいこ
とにしている。  

 

 

・宿題を必ずやらなければいけない場ではな
いが、保護者の意向や子どもたちの自主的な
気持ちで行っている。一定時間は学習の場と
している。  

・家庭でも、帰ったら宿題を行うのが当たり
前なので、児童クラブでも同じように行って
いる。  

・学年が使える場など使い方や遊びも子ども
たちと話し合いながら決めてきた。  

 
・このような形態になり、3 年目、高学年は
宿題も多く、遊びも継続的に行っていること
などから、選択するようにした。  
▽そのようなことができるのか。  
▽子どもの気持ちもわかるが、難しい。  

（居場所）  
Ｄ）高学年には他の年齢とは違い、自分た
ちのスペースを用意し、居場所する。  
（選択）  
Ｄ）限られた時間の中で、宿題や、自分の
やりたい遊びを優先するために、おやつを
食べない選択もあるようにしている。  

 

1) 日本社会福祉学会第 66 秋季大会 報告要旨集 PP.353－356,2018 
2) 厚生労働省『放課後児童クラブ運営指針解説書』,2017 
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